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解
題
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伏
見
丹
波
橋
の
安
養
山
勝
念
寺
は
華
頂
山
知
恩
院
末
の
浄
土
宗
寺
院
で
、
古
く
か
ら
「
か
ま
し
き
さ
ん
」
の
通
称
で
親
し
ま
れ
、
近
年
は
九
月
萩
の
こ
ろ
境
内
を
開
放
し
て
道
行
く
人
に
「
萩
振
る
舞
い
」
す
る
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
伏
見
奉
行
小
堀
政
方
の
苛
政
を
幕
府
に
直
訴
し
て
伏
見
町
民
の
苦
難
を
救
い
、
み
ず
か
ら
は
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
た
伏
見
義
民
七
人
の
一
人
薪
炭
商
柴
屋
伊
兵
衛
の
墓
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
よ
う
に
、
伏
見
の
街
な
か
に
所
在
す
る
典
型
的
な
庶
民
寺
院
で
あ
る
。
伏
見
は
奈
良
時
代
か
ら
街
道
が
整
備
さ
れ
、
水
運
も
発
達
し
て
大
坂
と
京
都
を
結
ぶ
要
衝
と
し
て
栄
え
、
こ
と
に
豊
臣
秀
吉
が
伏
見
城
を
築
い
て
桃
山
文
化
を
開
花
さ
せ
、
次
い
で
徳
川
家
康
は
こ
の
地
で
幕
府
を
開
き
、
銀
座
を
設
け
、
高
瀬
川
を
拓
い
て
京

伏
見
大
坂
を
一
水
路
で
結
ん
で
伏
見
港
を
わ
が
国
最
大
の
河
川
港
と
す
る
な
ど
、
京
の
都
と
深
く
か
か
わ
り
な
が
ら
も
独
自
の
文
化
と
歴
史
を
形
成
し
て
き
た
。
こ
の
伏
見
の
地
に
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）、
安
養
山
往
生
院
勝
念
寺
は
安
土
宗
論
で
名
高
く
織
田
信
長
が
深
く
帰
依
し
た
聖
誉
貞
安
上
人
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
。
貞
安
上
人
は
ま
た
同
じ
年
、
正
親
町
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ
て
織
田
信
長
長
子
信
忠
父
子
の
菩
提
を
弔
う
た
め
と
し
て
信
忠
自
刃
の
地
で
あ
る
御
池
御
所
を
寄
進
さ
れ
、
こ
れ
を
信
忠
の
法
名
大
雲
院
仙
巖
居
士
に
因
ん
で
龍
池
山
貞
安
寺
大
雲
院
と
号
し
て
開
創
し
て
い
る
。
勝
念
寺
は
大
雲
院
に
比
し
て
ま
こ
と
に
小
規
模
な
が
ら
、
多
難
な
時
代
の
変
遷
を
今
日
ま
で
穏
や
か
に
堪
え
忍
ん
で
き
た
。
知
る
人
は
少
な
い
が
当
寺
に
は
信
長
ゆ
か
り
の
什
宝
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
は
『
魔
法
王
像
縁
』
及
び
関
連
史
料
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
※
貞
安
上
人
は
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
三
月
七
日
、
相
模
国
三
浦
郡
黒
沼
郷
に
後
北
条
氏
の
一
族
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
は
北
条
能
登
守
満
教
、
母
は
大
江
正
時
の
女
と
伝
え
、
二
親
が
鎌
倉
海
光
山
長
谷
寺
の
観
世
音
菩
に
祈
請
し
て
懐
胎
し
た
子
と
い
う
。
四
歳
で
母
を
亡
い
、
五
歳
で
父
が
討
死
し
て
み
な
し
児
と
な
り
姨
母
に
養
育
さ
れ
た
。
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
七
歳
の
時
、
叔
父
に
あ
た
る
小
田
原
稲
荷
山
大
蓮
寺
の
一
蓮
社
堯
誉
上
人
還
魯
文
宗
の
室
に
入
り
、
十
一
歳
の
と
き
剃
髪
受
戒
し
た
。
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
師
堯
誉
上
人
が
下
総
国
飯
沼
の
寿
亀
山
弘
経
寺
六
世
に
晋
山
す
る
に
随
従
し
た
が
、
給
仕
す
る
こ
と
三
年
に
し
て
堯
誉
上
人
が
没
し
、
以
後
は
同
寺
七
世
各
蓮
社
見
誉
上
人
退
堂
善
悦
に
就
い
て
浄
土
の
深
奥
宗
戒
両
脈
を
禀
け
、
弘
経
寺
の
伴
頭
と
な
っ
た
。
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
七
月
二
十
五
日
、
能
登
国
七
尾
の
宇
賀
山
西
光
寺
の
十
世
住
職
で
あ
っ
た
時
、
正
親
町
天
皇
よ
り
香
衣
を
着
し
て
の
参
内
を
許
可
す
る
綸
旨
を
賜
わ
り
、
二
日
後
の
七
月
二
十
七
日
に
は
上
京
し
、
知
恩
寺
長
老
に
連
れ
ら
れ
て
御
礼
の
た
め
参
内
し
た
。
上
人
三
十
四
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
の
「
正
親
町
天
皇
綸
旨
」
が
大
雲
院
に
伝
わ
り
、
そ
の
宛
名
は
「
西
光
寺
住
持
聖
誉
上
人
御
房
」
と
あ
る
。
な
お
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
（
「
続
群
書
類
従
補
遺
三
」
所
収
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
七
』 ）
同
年
七
月
二
十
七
日
条
に
「
廿
七
日
。
雨
ふ
る
。（
中
略
）
ち
お
ん
ゐ
ん
ま
つ
寺
の
と
の
さ
い
く
わ
う
寺
せ
い
よ
し
ゆ
つ
せ
の
御
れ
い
に
。
ち
や
う
ら
う
い
つ
も
の
こ
と
く
つ
れ
て
ま
い
ら
る
。」
と
あ
っ
て
、
綸
旨
を
賜
わ
っ
た
上
人
が
直
ち
に
上
京
し
て
雨
中
に
参
内
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
三
十
八
歳
の
時
、
上
杉
謙
信
の
能
登
侵
攻
を
逃
れ
て
近
江
国
伊
庭
の
繖
山
妙
金
剛
寺
へ
移
っ
た
。
上
人
の
智
行
抜
萃
な
る
を
知
っ
た
織
田
信
長
は
、
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
五
月
二
十
七
日
、
安
土
の
金
勝
山
慈
恩
寺
浄
厳
院
で
行
わ
れ
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学
苑
資
料
紹
介
特
集
号
第
九
一
三
号
一
七
五
～
一
九
九
（
二
〇
一
六
一
一
）
京
伏
見
丹
波
橋
安
養
山
勝
念
寺
蔵
『
魔
法
王
像
縁
』
翻
刻
と
解
題
松
葉
俊
明
関
口
靜
雄
〔
資
料
〕
た
浄
土
宗
と
日
蓮
宗
と
の
宗
論
に
参
加
せ
し
め
た
。
そ
の
日
、
宗
論
決
着
の
報
告
を
受
け
た
信
長
は
直
ち
に
駿
馬
を
駆
っ
て
浄
厳
院
に
出
御
し
、
日
蓮
義
を
論
破
し
た
上
人
の
活
躍
を
、
「
汝
天
下
無
雙
之
高
僧
」
と
称
讃
し
て
所
持
し
て
い
た
軍
配
団
扇
を
手
ず
か
ら
下
賜
し
、
宗
論
の
翌
日
に
は
朱
印
状
を
送
っ
て
「
誠
手
柄
無
比
類
」
と
賞
し
、
ま
た
安
土
田
中
に
龍
亀
山
西
光
寺
を
建
立
し
て
上
人
を
止
住
せ
し
め
た
。
し
か
し
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
六
月
二
日
に
起
き
た
本
能
寺
の
変
で
庇
護
者
信
長
を
失
っ
た
貞
安
上
人
は
翌
十
一
年
、
西
光
寺
を
辞
し
て
上
洛
し
東
山
小
松
谷
に
あ
っ
た
平
重
盛
の
燈
籠
堂
ゆ
か
り
の
多
門
山
浄
教
寺
に
移
り
、
そ
の
八
世
住
職
と
し
て
布
教
に
専
心
し
た
。
同
十
三
年
正
親
町
天
皇
の
勅
請
で
御
所
に
参
内
し
、
『
選
擇
集
』
を
講
じ
て
僧
伽
梨
大
衣
を
賜
わ
り
、
翌
十
四
年
八
月
八
日
、
七
月
二
十
四
日
に
病
没
し
た
誠
仁
親
王
の
二
七
日
に
当
た
る
そ
の
夜
、
紫
宸
殿
に
招
ぜ
ら
れ
て
説
法
し
、
故
誠
仁
親
王
親
筆
書
写
の
「
阿
弥
陀
経
」
を
下
賜
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
十
五
年
に
は
正
親
町
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
、
信
長
信
忠
父
子
の
菩
提
を
弔
う
た
め
と
し
て
信
忠
自
刃
の
地
で
あ
る
御
池
御
所
（
二
条
新
御
所
）
を
賜
わ
り
、
勅
を
奉
じ
て
一
寺
を
建
立
し
、
こ
れ
を
信
忠
の
法
名
に
因
ん
で
大
雲
院
と
号
し
た
。
同
時
に
天
下
人
豊
臣
秀
吉
の
城
下
町
で
あ
る
伏
見
丹
波
橋
に
一
寺
を
開
創
し
、
こ
れ
を
勝
念
寺
と
号
し
て
布
教
の
拠
点
と
し
た
。
大
雲
院
の
開
創
に
つ
い
て
『
大
雲
院
誌
稿
』（
明
治
二
十
七
年
一八
九
四
京
都
府
庁
刊
）
は
、
天
正
年
間
織
田
信
長
御
池
ノ
宮
殿
ヲ
修
理
シ
テ
一
ノ
宮
ト
号
シ
誠
仁
親
王
ニ
奉
ル
。
其
後
明
智
反
乱
ニ
ヨ
リ
テ
右
府
ハ
本
能
寺
ニ
死
シ
信
忠
ハ
御
池
ノ
御
所
ニ
於
テ
斃
ル
。
已
ニ
シ
テ
明
智
ノ
黨
誅
ニ
服
シ
禍
乱
静
定
ナ
ル
ニ
及
ン
テ
正
親
町
帝
織
田
父
子
ノ
横
死
セ
シ
コ
ト
ヲ
深
ク
憐
ミ
之
ガ
冥
福
ヲ
祈
ラ
サ
ン
為
メ
智
徳
兼
備
ノ
導
師
ヲ
求
メ
ラ
レ
シ
ニ
、
當
時
浄
土
ノ
高
貞
安
洛
東
燈
籠
堂
ニ
ア
リ
テ
常
ニ
右
府
ノ
尊
崇
深
カ
リ
シ
故
ヲ
以
テ
帝
貞
安
ヲ
宮
中
ニ
召
テ
御
池
ノ
御
所
ヲ
賜
リ
勅
シ
テ
寺
ト
ナ
シ
信
忠
ノ
死
所
ナ
ル
故
ニ
信
忠
ノ
法
号
大
雲
院
ト
号
シ
織
田
父
子
ノ
追
善
ヲ
修
セ
シ
ム
。
と
要
を
得
た
説
明
を
施
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
雲
院
は
豊
臣
秀
吉
の
帰
信
を
得
、
命
ぜ
ら
れ
て
寺
町
四
条
南
に
移
転
し
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
六
月
十
八
日
、
旧
に
倍
す
る
結
構
を
整
え
た
。
同
年
七
月
十
六
日
後
陽
成
天
皇
よ
り
勅
願
所
の
綸
旨
を
賜
わ
り
、
翌
十
九
年
二
月
二
日
に
は
天
皇
宸
筆
の
勅
額
を
賜
わ
っ
た
。
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
二
月
、
京
都
奉
行
前
田
玄
以
は
大
雲
院
に
五
ヶ
条
の
制
札
を
掲
げ
た
が
、
そ
れ
は
落
成
間
も
な
い
大
雲
院
が
す
で
に
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
五
月
七
日
大
坂
城
が
落
城
し
秀
頼
淀
君
ら
が
自
刃
し
て
間
も
な
い
五
月
十
六
日
、
貞
安
上
人
は
二
条
城
で
徳
川
家
康
に
謁
し
て
殊
遇
を
受
け
た
。
同
年
五
月
二
十
七
日
に
は
大
雲
院
を
法
嗣
の
教
誉
貞
傳
に
、
六
月
に
は
勝
念
寺
を
高
弟
安
誉
貞
保
に
附
属
す
る
と
大
雲
院
境
内
の
栖
養
院
に
隠
棲
し
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
七
月
十
七
日
、
床
頭
に
阿
弥
陀
仏
像
を
安
ん
じ
、
端
坐
合
掌
し
て
安
然
と
遷
化
し
た
。
法
臈
六
十
七
、
世
寿
七
十
七
。
創
建
寺
院
は
大
雲
院
勝
念
寺
は
じ
め
佐
渡
長
栄
山
大
安
寺
日
向
佐
土
原
大
池
山
青
蓮
寺
高
月
院
近
江
彦
根
摂
取
山
了
法
寺
近
江
八
幡
無
量
山
海
雲
寺
近
江
八
幡
蔡
華
山
清
見
寺
な
ど
七
ヶ
寺
。
大
雲
院
の
仏
殿
東
南
、
羅
漢
堂
の
後
に
葬
ら
れ
た
。
な
お
大
雲
院
は
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
寺
地
を
寺
町
四
条
か
ら
東
山
山
麓
真
ヶ
原
に
移
し
て
い
る
。
※
貞
安
上
人
は
安
土
宗
論
で
一
躍
名
声
を
博
し
た
が
、
し
か
し
そ
れ
以
前
か
ら
正
親
町
天
皇
や
織
田
信
長
ら
の
尊
崇
を
得
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
と
に
後
陽
成
天
皇
が
大
雲
院
を
勅
願
所
と
す
る
綸
旨
を
下
賜
さ
れ
る
な
ど
朝
廷
の
信
頼
に
は
篤
い
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
貞
安
伝
の
諸
本
は
一
様
に
太
閤
秀
吉
が
上
人
の
『
往
生
礼
讃
』
の
講
義
を
聞
い
て
帰
依
し
た
と
伝
え
、
ま
た
大
雲
院
所
蔵
の
諸
資
料
か
ら
も
、
徳
川
家
康
が
公
家
衆
と
催
し
た
十
種
香
に
上
人
を
招
く
な
ど
厚
遇
し
た
こ
と
や
、
大
名
衆
が
上
人
の
法
談
を
聴
聞
に
訪
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
と
に
日
向
国
佐
土
原
藩
主
島
津
以
久
は
上
人
へ
の
帰
信
篤
く
、
大
雲
院
に
毎
年
米
一
〇
〇
石
を
寄
贈
し
、
末
孫
島
津
忠
寛
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）、
八
坂
感
神
院
（
現
、
八
坂
神
社
）
に
あ
っ
た
室
町
時
代
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
鋳
造
の
梵
鐘
を
購
入
し
、
当
院
へ
寄
進
し
て
い
る
。
大
雲
院
に
石
川
五
右
衛
門
の
墓
が
あ
る
。
京
都
市
中
を
荒
ら
し
ま
わ
っ
た
大
盗
だ
が
、
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り
前
田
玄
以
の
手
勢
に
捕
え
ら
れ
、
三
条
河
原
で
一
子
と
と
も
に
釜
り
の
刑
に
処
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
実
在
が
疑
問
視
も
さ
れ
る
が
、
寺
伝
で
は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
八
月
二
十
四
日
、
市
中
引
き
回
し
の
途
中
、
寺
町
四
条
南
の
大
雲
院
門
前
に
至
っ
た
際
、
貞
安
上
人
か
ら
引
導
を
渡
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
墓
碑
に
そ
の
法
名
「
融
仙
院
良
岳
寿
感
禅
定
門
」
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
京
都
市
中
京
区
木
屋
町
石
屋
町
の
慈
舟
山
瑞
泉
寺
は
関
白
豊
臣
秀
次
と
そ
の
一
族
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
豪
商
角
倉
了
以
が
浄
土
宗
西
山
派
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の
立
空
桂
叔
和
尚
と
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
境
内
に
貞
安
上
人
ゆ
か
り
の
引
導
地
蔵
が
今
も
祀
ら
れ
て
い
る
。
謀
反
を
疑
わ
れ
賜
死
を
命
じ
ら
れ
た
秀
次
は
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
七
月
十
五
日
高
野
山
青
厳
寺
で
切
腹
し
た
。
秀
吉
は
伏
見
で
首
実
検
し
、
こ
れ
を
三
条
河
原
に
梟
首
し
、
八
月
二
日
、
そ
の
御
首
の
前
で
若
君
四
人
姫
君
一
人

側
室
ら
三
十
四
人
、
合
わ
せ
て
三
十
九
人
が
一
人
ず
つ
引
き
出
さ
れ
て
処
刑
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
刑
場
の
一
隅
に
地
蔵
尊
を
運
び
込
み
、
次
々
と
首
を
討
た
れ
る
子
女
た
ち
に
引
導
を
授
け
続
け
た
の
が
貞
安
上
人
だ
っ
た
。
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
八
月
、
民
間
発
掘
調
査
会
社
イ
ビ
ソ
ク
が
京
都
市
下
京
区
貞
安
前
之
町
で
豊
臣
秀
次
の
供
養
塔
の
一
部
を
発
見
し
た
（
「
産
經
新
聞
大
阪
本
社
版
」「
京
都
新
聞
」、
二
〇
一
四
年
八
月
二
二
日
付
朝
刊
）
。
五
輪
塔
下
の
基
礎
部
分
で
、
鞍
馬
産
閃
緑
岩
製
の
箱
型
石
（
幅
二
十
三
㌢
高
さ
十
六
㌢
）
に
、
文
禄
四
年
禅
昌
院
殿
龍
道
意
大
居
士
七
月
十
五
日
と
刻
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
法
名
は
瑞
泉
寺
開
創
の
と
き
深
草
山
誓
願
寺
中
興
教
山
上
人
が
秀
次
に
贈
っ
た
法
名
「
瑞
泉
寺
殿
高
巌
一
峰
道
意
」
と
は
相
違
し
て
お
り
、
供
養
塔
が
出
土
し
た
貞
安
前
之
町
は
大
雲
院
の
跡
地
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
今
も
貞
安
上
人
が
住
持
し
た
多
門
山
浄
教
寺
が
所
在
す
る
の
で
、
こ
の
供
養
塔
は
貞
安
上
人
が
ひ
そ
か
に
秀
次
の
菩
提
を
弔
う
べ
く
建
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
次
は
羽
柴
姓
の
こ
ろ
の
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
近
江
八
幡
城
を
築
城
し
た
際
、
貞
安
上
人
が
住
持
す
る
安
土
西
光
寺
を
近
江
八
幡
に
移
転
さ
せ
て
祈
願
所
と
し
て
以
来
親
交
が
あ
っ
た
。
貞
安
上
人
に
よ
る
秀
次
供
養
塔
の
建
立
も
不
思
議
で
は
な
い
。
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
九
月
十
六
日
大
雲
院
で
盛
大
な
花
会
が
開
催
さ
れ
た
。
東
福
寺
の
月
渓
聖
澄
『
百
瓶
華
序
』
（
「
続
群
書
類
従
」
十
九
輯
下
）
に
よ
る
と
、
初
代
池
坊
専
好
（
一
六
二
一
没
）
が
弟
子
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
一
〇
〇
名
が
出
瓶
し
立
花
の
優
劣
を
競
っ
た
も
の
で
、
こ
の
百
瓶
華
会
は
絶
賛
を
浴
び
た
と
い
う
。
一
〇
〇
名
の
う
ち
八
十
名
ほ
ど
が
僧
で
、
そ
の
他
が
武
士
や
町
衆
で
あ
っ
た
。
貞
安
上
人
は
華
道
に
も
秀
で
た
人
で
、
ま
た
出
瓶
者
の
僧
た
ち
は
宗
派
を
超
え
て
い
た
か
ら
上
人
の
度
量
の
大
き
さ
を
知
ら
し
め
た
。
※
曲
に
威
儀
を
正
し
て
坐
す
貞
安
上
人
が
手
に
す
る
団
扇
は
、
安
土
宗
論
に
勝
利
し
た
そ
の
日
に
織
田
信
長
か
ら
下
賜
さ
れ
た
軍
配
団
扇
で
あ
る
。
上
人
の
五
十
回
忌
に
際
し
て
大
雲
院
五
世
伝
誉
上
人
承
阿
退
弘
が
述
し
た
『
大
雲
院
開
師
畧
記
』
は
、
「
汝
天
下
無
雙
之
高
僧
、
仰
云
、
今
所
持
軍
團
扇
讓
與
汝
、
夫
團
扇
者
非
取
平
人
手
、
武
家
靜
國
家
之
亂
治
世
、
佛
家
退
邪
魔
之
障
、
挑
一
宗
法
燈
僧
可
持
之
、
手
賜
安
於
軍
團
扇
矣
軍
團
扇
大
雲
院
庫
」
と
伝
え
て
い
る
。
並
居
る
日
蓮
宗
僧
を
論
破
沈
黙
さ
せ
た
貞
安
上
人
を
信
長
が
「
汝
天
下
無
雙
之
高
僧
」
と
讃
賞
し
、
そ
の
意
義
を
語
っ
て
手
ず
か
ら
愛
用
の
軍
配
団
扇
を
下
賜
し
た
と
い
う
一
事
は
上
人
の
存
在
を
決
定
的
な
も
の
に
し
、
信
長
の
上
人
に
対
す
る
厚
遇
ぶ
り
は
上
人
の
名
声
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
た
。
『
信
長
公
記
』
は
銀
子
五
十
枚
が
下
さ
れ
た
と
伝
え
、
『
大
雲
院
開
師
畧
記
』
は
軍
配
団
扇
の
ほ
か
に
も
「
信
長
公
亦
賜
勝
證
朱
印
及
日
蓮
義
秘
書
法
器
焉
」
な
ど
種
々
の
下
賜
物
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
勝
念
寺
蔵
『
魔
法
王
像
縁
』
に
も
、
其
褒
賞
と
し
て
末
代
證
據
の
た
め
御
朱
印
并
に
七
種
の
寶
物
を
貞
安
へ
下
し
た
ま
わ
り
ぬ
七
種
は魔
法
皇
尊
像
山
雪
	石

狹
	
一
休
一
枚
起

玉
澗
山
水
弘
法
大
師
之
作
錢
大
黒
板
木
軍
配
團
右
魔
法
皇
尊
像
ハ
則
當
寺
の
什
物
殘
り
六
種
は
洛
の
大
雲
院
の
什
物
た
り
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勝念寺蔵 貞安上人肖像
紙本著色
総 190×59cm
画 104×45cm
と
信
長
の
朱
印
状
、
そ
れ
に
付
し
て
七
種
の
宝
物
の
下
賜
が
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
上
記
宝
物
の
う
ち
魔
法
王
尊
像
は
勝
念
寺
に
現
存
し
、
他
は
大
雲
院
に
伝
蔵
さ
れ
て
い
る
。
大
雲
院
所
蔵
の
も
の
は
築
達
榮
八
編
『
龍
池
山
大
雲
院
』
（
平
成
六
年
九
月
、
本
山
龍
池
山
大
雲
院
刊
）
に
写
真
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
七
種
宝
物
の
一
斑
を
記
し
て
お
く
。
・「
信
長
朱
印
状
」
は
、
今
度
於
慈
恩
寺
浄
厳
院
、
法
華
宗
与
宗
論
之
義
、
申
付
候
処
、
即
遂
問
答
、
尤
為
勝
、
誠
手
柄
無
比
類
、
弥
宗
旨
之
励
簡
要
候
也
、
五
月
廿
八
日
、
信
長
（
朱
印
）
教
蓮
社
聖
誉
と
あ
り
、
ウ
ワ
書
に
「
天
正
七
年
安
土
西
光
寺
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
宗
論
翌
日
に
出
さ
れ
た
も
の
と
知
れ
る
。
・
「
日
蓮
義
秘
書
法
器
」
は
箱
蓋
表
に
「
江
州
安
土
宗
論
之
書
物
／
大
雲
院
／
方
丈
不
出
／
貞
安
」
と
墨
書
さ
れ
た
一
箱
に
日
尭
編
『
当
家
相
伝
法
門
抄
』
日
能
編
『
朗
伝
抄
』

『
一
大
事
相
伝
抄
』

『
安
養
宗
下
』

『
天
文
三
年
甲
午
本
中
之
相
承
大
事
秘
書
』
の
五
冊
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
貞
安
上
人
自
筆
の
蓋
裏
書
に
よ
る
と
、
宗
論
後
に
貞
安
み
ず
か
ら
が
こ
れ
を
日
蓮
宗
衆
僧
か
ら
取
上
げ
た
と
い
う
。
・
「
軍
配
團
」
は
上
掲
貞
安
上
人
の
肖
像
画
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
竹
製
の
細
か
な
骨
に
蓮
華
文
を
描
い
た
和
紙
を
貼
り
、
竹
柄
に
朱
房
を
付
け
た
軍
配
団
扇
で
、
伝
存
す
る
室
町
時
代
の
団
扇
と
し
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
・「
山
雪
盆
石
」
は
「
残
雪
」
銘
の
盆
石
（
高
一
二
〇
㌢
、
径
二
三
七
×
一
四
五
㌢
）
の
こ
と
。
千
利
休
の
高
弟
山
上
宗
二
の
著
し
た
『
山
上
宗
二
記
』
に
「
末
の
松
山
ト
残
雪
ハ
名
石
ナ
レ
ハ
、
今
ニ
至
リ
賞
ス
ル
也
」
と
伝
え
る
名
石
で
あ
る
。
・
「
狹
盆
」
（
縦
横
共
二
一
四
㌢
、
高
二
四
㌢
）
は
表
を
朱
、
外
側
を
青
漆
、
底
を
黒
漆
塗
に
し
た
も
の
で
、
表
千
家
八
代
啄
斎
の
弟
子
稲
垣
休
が
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
し
た
茶
道
の
総
合
解
説
書
と
い
う
べ
き
『
茶
道
筌
蹄
』
に
「
此
盆
も
と
七
枚
箱
に
入
て
若
狭
の
浜
辺
に
流
れ
寄
る
唐
物
の
盆
な
り
」
と
あ
る
。
箱
書
に
「
若
狭
盆
」「
従
織
田
信
長
公
拝
領
大
雲
院
貞
安
」
の
墨
書
が
あ
る
。
・
「
一
休
一
枚
起
	」
は
臨
済
宗
大
徳
寺
派
の
一
休
宗
純
（
一
三
九
四
～
一
四
八
一
）
が
法
然
の
「
一
枚
起
請
文
」
を
書
写
し
た
も
の
。『
大
雲
院
寶
物
一
覽
』（
明
治
十
五
年
五
月
、
大
雲
院
副
住
職
北
條
泰
門
編
刊
）
に
「
壹
枚

請
文
一
幅
、
一
休
禪
師
書
并
画
賛
信
長
公
寄
附
」
と
見
え
る
。
・
「
玉
澗
山
水
」
は
宋
末
か
ら
元
初
に
か
け
て
活
躍
し
た
水
墨
画
家
の
玉
澗
の
描
い
た
「
山
水
図
」
（
紙
本
墨
画
。
縦
四
八
二
㌢
、
横
九
六
五
㌢
）
で
、
画
賛
に
玉
澗
の
詩
「
雪
白
楊
花
細
々
風
／
和
烟
袞
入
硯
池
中
／
却
愁
勝
處
憑
誰
會
／
著
箇
西
湖
舊
釣
翁
」
を
書
込
ん
だ
破
墨
系
山
水
図
で
あ
る
。
・
「
弘
法
大
師
之
作
錢
大
黒
板
木
」
は
『
大
雲
院
開
師
畧
記
』
に
「
弘
法
大
師
書
賜
虚
空
蔵
大
黒
天
板
像
也
毎
年
十
一
月
子
日

像
、
與
望
人
」
と
あ
る
も
の
で
、
か
つ
て
は
毎
年
十
一
月
子
日
に
は
版
授
与
し
て
い
た
。
そ
の
一
枚
（
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
）
を
掲
げ
て
お
く
。
下
方
に
「
勅
願
大
雲
院
霊
寳
」、
料
紙
両
端
に
、
（
右
）
弘
法
大
師
彫
刻
之
板
行
也
織
田
信
長
公
御
感
得
其
後
（
左
）
當
寺
開
山
宗
論
之
依
テ二 勝
利
ニ一 賜
フ二 七
種
之
寳
物
ヲ一
其
一
種
也
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
・
「
魔
法
皇
尊
像
」
七
種
宝
物
の
う
ち
、
こ
れ
の
み
勝
念
寺
が
所
蔵
す
る
。
掌
に
納
ま
る
ほ
ど
の
小
像
だ
が
、
そ
の
魔
法
王
尊
像
に
つ
い
て
勝
念
寺
五
世
称
蓮
社
専
誉
了
玄
が
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
五
月
に
記
し
置
い
た
も
の
を
、
十
四
世
一
蓮
社
諦
誉
隆
阿
義
禅
が
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
七
月
に
転
写
記
し
た
『
伏
見
安
養
山
勝

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木版 39.0×27.6cm
寺
開
山
之
由
緒
』
は
、
霊
寳
ノ
之
中
ニ
有
リ二
閻
魔
王
像
一 。
長
ケ
一
寸
八
分
。
是
ハ
者
摂
州
清 キ
ヨ
澄 ス
寺
ノ
慈
心
坊
惠
承
安
二
年
壬
辰
十
一
月
一
日
ニ
死
ス
。
翌
日
蘓
生
シ
テ
語
テ
曰
、
我
レ
依
テレ
請
ニ
到
テ二
閻
宮
ニ一
列
ル二
法
華
經
轉
ノ
讀
勹
座
ニ一
。
退
去
ス
ル
時
、
閻
王
爲
シ
テ
二
施
ト一
賜
フ
ト
二
此
ノ
像
ヲ一
。
即
チ
出
ス二
手
中
ヨ
リ
一
。
世 ヨ
ヽ
傳
ハ
ツ
テ
信
長
公
有
テ二 御
冬
持
一 。
賜
フ二 貞
安
ニ一 。
安
譽
仰
信
シ
テ請
ヒ二 受
ケ之
レ
ヲ
一
、
今
在
リ二 當
寺
ニ一 。
と
こ
の
魔
法
王
尊
像
が
勝
念
寺
に
伝
え
ら
れ
た
経
緯
を
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。
な
お
貞
安
上
人
が
こ
の
魔
法
王
尊
像
を
二
世
心
蓮
社
安
誉
貞
保
に
譲
与
し
た
折
の
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
四
月
十
四
日
付
「
閻
魔
十
王
像
譲
与
状
」
が
勝
念
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
大
雲
院
開
山
聖
誉
安
貞
差
出
西
光
寺
安
誉
宛
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
貞
安
上
人
が
本
能
寺
の
変
後
に
西
光
寺
を
辞
し
た
後
は
安
誉
が
西
光
寺
と
魔
法
王
尊
像
等
の
什
宝
を
護
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
※
貞
安
上
人
が
信
長
か
ら
下
賜
さ
れ
た
魔
法
王
尊
像
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
浄
土
宗
寺
院
の
沿
革
を
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
か
ら
四
年
間
を
費
や
し
て
調
査
記
録
し
た
『
門
	舍

詞
』
（
「
浄
土
宗
全
書
」
続
第
十
九
巻
所
収
）
の
「
西
光
寺
」
条
に
「
（
天
正
七
年
）
同
信
長
橇
命
而
建
立
一
宇
安
土
田
中
龍
龜
山
西
光
寺
則
貞
安
爲
開
山
主
寄
附
寺
領
朱
印
并
閻
魔
王
之
像
」
と
あ
り
、
「
念
寺
」
条
に
「
一
靈
寳
中
有
閻
魔
王
像
長
一
寸
八
分
是
攝
州
淸
澄
寺
慈
心
坊
惠
承
安
二
壬
辰
年
十
一
月
廿
一
日
頓
死
日
蘇
生
語
云
我
依
到
閻
宮
列
法
花
經
轉
讀
會
座
去
時
閻
王
施
賜
此
像
出
手
中
世
傳
一
信
長
橇
有
御

持
賜
貞
安
弟
子
安
譽
」
と
あ
っ
て
、
ま
た
勝
念
寺
蔵
『
魔
法
王
像
縁
』
の
「
什
寳
物
」
項
に
「
一
魔
法
王
像
冥

王
直
作
御
長
一
寸
八
分
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
所
持
し
て
い
た
信
長
自
身
が
こ
れ
を
慈
心
房
尊
恵
伝
来
の
閻
魔
法
王
自
刻
像
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
。
当
初
西
光
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
を
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
七
月
十
七
日
に
貞
安
上
人
が
没
し
た
あ
と
、
勝
念
寺
二
世
を
継
い
だ
安
誉
貞
保
が
晋
山
の
際
に
こ
れ
を
勝
念
寺
に
移
し
た
の
で
あ
る
。
勝
念
寺
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
六
月
に
火
災
に
遭
っ
て
本
堂
庫
裏
本
尊

過
去
帳
等
々
を
焼
失
し
た
が
、
表
境
内
の
地
蔵
堂
と
釜
敷
地
蔵
尊
像

魔
法
王
尊
像
は
被
災
を
免
れ
た
。
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
建
立
の
地
蔵
堂
が
土
蔵
造
二
階
建
の
宝
物
庫
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
た
両
像
は
難
を
逃
れ
た
の
で
あ
る
。
火
災
二
年
後
の
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
は
早
く
も
本
堂
が
再
建
さ
れ
、
当
時
の
住
職
念
誉
義
春
の
師
僧
洛
東
小
松
谷
清
涼
山
正
林
寺
空
誉
義
柳
上
人
の
念
持
仏
が
本
尊
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
と
伝
え
る
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
勝
念
寺
第
十
四
世
に
就
い
た
隆
阿
義
禅
は
寺
誌
の
整
理
に
専
心
し
、
洛
東
一
心
山
専
念
寺
十
七
世
静
誉
順
阿
上
人
隆
円
（
一
七
五
九
～
一
八
三
四
）
の
寄
附
を
得
て
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
七
月
、
『
伏
見
安
養
山
勝
寺
開
山
之
由
緒
』
と
『
魔
法
王
像
縁
』
の
二
巻
を
修
補
し
て
い
る
。『
伏
見
安
養
山
勝
寺
開
山
之
由
緒
』
は
主
と
し
て
開
山
貞
安
上
人
の
略
歴
と
魔
法
王
尊
像
の
来
歴
を
略
述
し
た
も
の
で
、『
魔
法
王
像
縁
』
は
魔
法
王
尊
像
の
詳
し
い
来
歴
と
、
ま
た
所
蔵
什
宝

勝
念
寺
歴
代
等
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
両
書
に
記
さ
れ
た
魔
法
王
尊
像
の
来
歴
譚
は
、
『
平
家
物
語
』
巻
六
「
慈
心
坊
」
に
載
る
、
い
わ
ゆ
る
慈
心
坊
説
話
あ
る
い
は
「
冥
途
蘇
生
記
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
一
伝
本
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
勝
念
寺
蔵
『
魔
法
王
像
縁
』
は
「
冥
途
蘇
生
記
」
の
単
な
る
一
伝
本
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
「
冥
途
蘇
生
記
」
を
下
敷
き
と
し
て
、
そ
こ
に
新
た
な
説
話
的
寺
誌
伝
承
を
付
加
構
成
し
て
い
て
独
自
の
縁
起
譚
を
創
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
縁
起
冒
頭
か
ら
、
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そ
の
ゝ
ち
太
神
宮
へ
參
宮
ま
し

下
向
道
に
お
も
む
き
伊
賀
の
國
う
へ
野
と
い
ふ
に
と
ゝ
ま
り
此
尊
像
を
安
置
し
て
行
お
こ
た
ら
す
お
ハ
し
け
る
十
王
堂
の
聖
と
称
し
て
人
ミ
な
た
う
と
ミ
け
り
終
に
此
ニ
て
め
て
た
く
徃
生
の
そ
く
わ
ひ
を
と
け
た
ま
ひ
ぬ
ま
で
の
文
章
は
い
わ
ゆ
る
「
冥
途
蘇
生
記
」
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
信
長
が
閻
魔
像
を
入
手
し
た
時
、
閻
魔
像
に
添
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
続
く
、
丗
を
て
織
田
の
信
長
公
此
へ
鷹
有
し
時
此
尊
像
を
拝
見
し
た
ま
ひ
則
寺
領
を
な
し
給
わ
り
尊
像
を
城
内
へ
招
し
て
厚
く
信
仰
ま
し

け
る
と
い
う
一
文
は
信
長
が
尊
恵
伝
来
と
い
う
閻
魔
像
を
入
手
し
た
経
緯
を
説
明
し
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
信
長
周
辺
で
語
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
あ
る
い
は
信
長
自
身
も
こ
れ
を
認
容
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
上
引
し
た
よ
う
に
『
蓮
門
精
舍
舊
飼
』
「
勝
念
寺
」
条
に
も
由
緒
正
し
い
尊
恵
伝
来
の
閻
魔
像
が
世
に
伝
わ
っ
て
信
長
の
所
蔵
に
帰
し
た
旨
の
記
述
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
経
緯
を
説
明
す
る
右
の
一
文
を
含
ん
だ
縁
起
文
は
、
貞
安
に
下
賜
さ
れ
た
閻
魔
像
に
添
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
し
か
し
右
の
一
文
に
続
く
、
し
か
る
に
天
正
七
年
己
夘
五
月
廿
七
日
江
刕
安
土
浄
厳
院
に
し
て
日
蓮
宗
と
宗
論
の
事
有
し
信
長
公
の
命
に
よ
り
て
貞
安
論
談
に
及
則
貞
安
勝
利
を
得
給
ふ
其
趣
具
大
雲
院
之
記
録
四
ケ
度
論
ニ
見
タ
リ
其
褒
賞
と
し
て
末
代
證
據
の
た
め
御
朱
印
并
に
七
種
の
寳
物
を
貞
安
へ
下
し
た
ま
わ
り
ぬ
以
下
巻
尾
ま
で
の
文
章
は
、
安
土
宗
論
に
勝
利
し
た
貞
安
上
人
が
そ
の
褒
賞
と
し
て
御
朱
印
と
七
種
の
宝
物
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
閻
魔
像
が
二
世
安
誉
に
譲
ら
れ
た
経
緯
や
貞
安
上
人
の
略
伝
な
ど
勝
念
寺
の
記
事
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
勝
念
寺
で
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
※
尊
恵
が
伊
勢
太
神
宮
に
参
詣
し
、
そ
の
帰
途
伊
賀
上
野
に
留
ま
っ
て
そ
こ
で
没
し
た
と
い
う
伝
承
は
、
尊
恵
伝
来
閻
魔
像
を
祀
る
三
重
県
伊
賀
市
長
田
の
天
台
宗
平
野
山
常
住
寺
の
「
閻
王
略
縁
起
」
は
じ
め
、
伊
賀
上
野
藩
主
羽
柴
伊
賀
守
筒
井
定
次
が
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
常
住
寺
で
催
し
た
そ
の
母
一
花
妙
春
大
禅
定
尼
三
十
三
回
忌
会
の
記
録
で
あ
る
唐
招
提
寺
蔵
『
慶
長
七
壬
寅
九
月
六
日
伊
州
長
田
十
王
堂
供
養
』
や
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
菊
岡
如
幻
が
編
じ
た
伊
賀
国
内
の
神
社
仏
閣
を
網
羅
し
た
地
誌
『
伊
水
温
故
』
等
に
見
え
る
。
例
え
ば
、『
閻
王
略
縁
	』（
墨
刷
三
丁
無
刊
記
本
）
の
一
節
に
は
、
律
師
毎
度
太
神
宮
へ
參
籠
す
。
折
柄
此
に
し
て
臨
滅
近
き
こ
と
を
覚
へ
給
ひ
當
寺
入
昼
夜
護
持
し
給
ふ
冥
途
將
來
の
尊
像
を
誰
か
有
信
の
人
に
授
与
せ
ん
と
の
ふ
爰
に
百
田

何
某
靈
像
を
尊
崇
し
て
奉
授
則
百
田
院
に
堂
舎
を
建
立
し
靈
像
を
安
置
し
て
年
久
し
然
に
伊
賀
乱
の
砌
堂
舎
不
殘
兵
火
に
燒
失
す
と
い
へ
共
本
尊
印
章

	等
ハ
火
災
を
る
百
田
家
は
此
時
に
絶
家
す
當
寺
は
百
田
家
の
祈
願
に
し
て
寺
領
五
百
石
を
附
し
て
長
田
山
百
田
院
と
号
す
物
か
わ
り
星
移
り
て
委
し
き
ゆ
ゑ
ん
は
知
る
人
ま
れ
な
り
然
と
も
本
朝
無
双
の
靈
像
尊
ふ
に
尚
あ
ま
り
有
國
鎮
り
て
の
ち
髙
山
公
伊
兩
國
を
領
し
給
ひ
し
時
大
通
院
殿
本
尊
御
歸
依
に
よ
つ
て
堂
舎
を
再
建
し
給
ひ
寺
領
山
林
等
御
寄
附
有
之
仍
御
代
御
武
運
長
久
の
祈
り
無
懈
怠
也
。
と
、
伊
勢
太
神
宮
に
参
籠
し
そ
の
死
期
の
近
い
こ
と
を
覚
っ
た
尊
恵
が
常
住
寺
に
入
寺
し
た
こ
と
、
そ
の
こ
ろ
常
住
寺
は
百
田
家
か
ら
寺
領
五
百
石
を
受
け
て
長
田
山
百
田
院
と
称
し
百
田
家
の
祈
願
所
で
あ
っ
た
こ
と
、
尊
恵
か
ら
閻
魔
尊
像
を
授
与
さ
れ
た
百
田
家
は
百
田
院
に
閻
魔
尊
像
を
安
置
す
る
堂
舎
を
建
立
し
た
こ
と
、
伊
賀
の
乱
で
百
田
家
が
絶
家
し
た
の
で
閻
魔
尊
像
は
常
住
寺
が
護
持
し
て
い
る
こ
と
、
時
移
り
伊
勢
伊
賀
を
領
し
た
藤
堂
家
宗
家
二
代
高
次
（
一
六
〇
二
～
一
六
七
六
、
法
名
大
通
院
殿
）
の
帰
依
を
受
け
て
堂
舎
が
再
建
さ
れ
、
以
来
藤
堂
家
代
々
武
運
長
久
の
祈
願
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
等
々
が
摘
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
菊
岡
如
幻
『
伊
水
温
故
』（
岡
田
榮
吉
編
、
昭
和
八
年
十
二
月
、
伊
賀
史
談
会
刊
）
に
は
、
野
山
王
寺
長
田
庄
野
院
號
ハ
常
明
院
、
古
ノ
本
堂
ハ
羽
柴
伊
賀
ノ
侍
從
定
造
立
、
其
外
鯢
鐘
一
口
寄
。 （
略
）
本

魔
王
長
一
寸
八
悋
ノ
木
像
王
自
作
、
此
容
笏
ヲ
持
シ
ケ
ル
處
ニ
參
詣
ノ
群
集
散
錢
デ
打
折
也
。
攝
州
淸
澄
寺
ノ
侶
慈
心
坊
惠
伊
勢
太
神
宮
ニ
詣
シ
、
下
向
ニ
南
京
禮
ノ
志
願
有
テ
長
田
庄
百
田
ガ
宅
地
ニ
宿
ス
、
卒
病
ニ
依
テ
期
臨
。
干
時
魔
ノ
像
ヲ
百
田
ノ
某
ニ
讓
リ
、
金
紙
金
字
ノ
妙
典
八
軸
ハ
淸
澄
寺
ニ
可
謚
ト
言
畢
寂
ス
。
其
隨
言
法
華
八
部
ヲ
淸
澄
寺
ニ
本
ハ
累
代
百
田
氏
ガ
稱
護
念
佛
。
爾
處
ニ
比
叡
山
松
壽
院
寛
初
天
ニ
靈
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像
ヲ
江
府
ニ
モ
リ
下
リ
、
民
ヲ
勸
三
間
四
面
ノ
本
堂
ヨ
リ
舍
厨
裏
ニ
至
テ
再
興
ス
、
即
チ
王
寺
ト
改
ム
。
古
ノ
佛
塲
ハ
當
寺
ノ
東
二
町
餘
去
テ
地
ニ
有
。
古
來
二
季
彼
岸
ノ
中
日
ニ
開
帳
。
と
あ
り
、
什
物
と
し
て
陸
臣
忠
筆
「
十
王
十
幅
」

「
高
高
久
兩
將
ノ
寺
領
寄
附
」

「
慈
心
塚
」
が
あ
る
と
記
し
て
「
冥
途
蘇
生
記
」
を
添
記
し
、
末
尾
に
「
當
寺
ハ
天
台
宗
勢
州
	松
院
ノ
下
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
『
伊
水
温
故
』
の
所
伝
に
よ
れ
ば
、
慈
心
坊
尊
恵
が
閻
魔
王
か
ら

施
さ
れ
た
閻
魔
王
自
刻
の
閻
魔
法
王
像
は
、
尊
恵
が
伊
勢
太
神
宮
参
詣
の
帰
途
に
伊
賀
の
豪
族
百
田
氏
に
宿
し
て
こ
れ
を
託
し
た
。
尊
恵
没
後
百
田
氏
は
堂
舎
を
建
立
し
て
閻
魔
王
像
を
安
置
し
累
代
崇
敬
護
持
し
て
い
た
が
、
百
田
氏
が
天
正
伊
賀
の
乱
（
一
五
七
八
～
一
五
八
一
）
で
絶
家
す
る
と
、
こ
れ
を
常
住
寺
が
引
き
継
い
だ
と
い
う
。
常
住
寺
の
十
王
堂
は
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
羽
柴
伊
賀
守
筒
井
定
次
が
現
在
地
よ
り
東
二
町
ほ
ど
の
地
に
建
立
し
た
が
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
破
損
し
た
の
で
、
翌
三
年
藤
堂
家
宗
家
二
代
高
次
が
生
母
松
寿
院
の
十
三
回
忌
供
養
と
し
て
現
在
地
に
再
建
し
、
二
十
三
回
忌
に
当
た
る
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
は
松
寿
院
供
養
石
塔
を
寺
裏
山
に
建
て
、
十
王
図
な
ら
び
に
寺
領
九
石
二
斗
二
升
を
寄
進
し
た
。
ま
た
三
代
高
久
が
そ
の
遺
命
に
よ
っ
て
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
五
月
裏
山
に
葬
ら
れ
た
よ
う
に
、
常
住
寺
は
藤
堂
家
歴
代
に
よ
っ
て
手
厚
い
外
護
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
な
お
『
閻
王
略
縁
』
に
百
田
氏
は
天
正
伊
賀
の
乱
の
際
に
絶
家
し
た
と
伝
え
る
が
、
百
田
氏
は
信
濃
に
れ
、
末
孫
は
姓
を
桃
田
と
改
め
、
現
在
も
新
潟
県
長
岡
市
平
潟
諏
訪
神
社
を
宮
司
と
し
て
管
掌
せ
ら
れ
て
い
る
。
※
勝
念
寺
蔵
『
魔
法
王
像
縁
』
は
「
世
を
て
織
田
の
信
長
公
此
へ
鷹

有
し
時
此
尊
像
を
拝
見
し
た
ま
ひ
則
寺
領
を
な
し
給
わ
り
尊
像
を
城
内
へ
招
し
て
厚
く
信
仰
ま
し

け
る
」
と
織
田
信
長
が
尊
恵
将
来
の
閻
魔
像
を
「
伊
賀
の
國
う
へ
野
」
で
入
手
し
た
経
緯
を
至
極
簡
単
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
い
か
に
も
そ
の
閻
魔
像
が
伊
賀
上
野
の
常
住
寺
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、
し
か
し
常
住
寺
の
閻
魔
像
は
寺
外
に
流
失
し
た
こ
と
は
な
く
、
現
在
も
豪
壮
な
厨
子
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
も
『
魔
法
王
像
縁
』
に
は
「
伊
賀
の
國
う
へ
野
」
と
あ
る
だ
け
で
、
常
住
寺
の
閻
魔
像
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
の
で
あ
る
。
勝
念
寺
の
閻
魔
像
と
常
住
寺
の
閻
魔
像
が
と
も
に
松
材
で
彫
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
長
が
一
寸
八
分
と
い
う
の
は
共
通
す
る
が
、
勝
念
寺
の
閻
魔
像
は
立
像
で
あ
る
が
、
常
住
寺
の
閻
魔
像
は
坐
像
な
の
で
あ
る
。
常
住
寺
の
閻
魔
堂
は
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
大
規
模
な
修
理
が
施
さ
れ
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
当
時
の
姿
に
復
元
さ
れ
た
。
堂
内
に
は
禅
宗
様
の
豪
華
な
須
弥
壇
上
に
三
重
の
厨
子
が
設
え
ら
れ
、
そ
の
最
奥
に
一
寸
八
分
の
閻
魔
王
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
坐
像
で
あ
る
こ
と
は
常
住
寺
が
か
つ
て
春
秋
の
彼
岸
中
日
に
開
帳
し
た
折
に
参
詣
者
に
頒
布
し
た
御
影
ふ
だ
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
左
掲
し
た
御
影
ふ
だ
（
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
）
に
は
閻
魔
王
坐
像
が
描
か
れ
、
下
方
に
寺
名
常
住
寺
と
閻
魔
王
の
印
章
、
上
方
に
慈
心
房
尊
恵
が
閻
魔
王
よ
り
受
け
た
誓
言
四
句
偈
「
妻
子
王
位
財
眷
属
／
死
去
無
一
来
相
親
／
常
隨
業
繋
縛
我
／
受
苦
叫
喚
無
邊
際
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
勝
念
寺
が
今
も
参
詣
者
に
授
与
し
て
い
る
魔
法
王
の
御
影
ふ
だ
は
、
下
方
に
「
伏
見
勝
寺
」
と
あ
り
、
上
方
に
常
住
寺
の
閻
魔
法
王
御
影
に
お
な
じ
く
閻
魔
法
王
の
誓
言
四
句
偈
「
妻
子
王
位
財
眷
属
／
死
去
無
一
来
相
親
／
常
隨
業
繋
縛
我
／
受
苦
叫
喚
無
邊
際
」
が
記
さ
れ
、
摩
大
王
像
を
挟
ん
で
、
（
右
）
閻
摩
大
王
請
慧
上
人
聞
法
手
自
授
此
霊
像
（
左
）
織
田
信
長
公
賜
開
山
貞
安
上
人
種
寳
物
是
其
一
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常住寺閻魔堂内厨子
と
刻
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
尊
像
が
法
王
の
屈
請
を
受
け
て
地
獄
に
行
っ
た
尊
恵
に
そ
の
施
と
し
て
法
王
が
手
ず
か
ら
授
与
し
た
自
刻
像
で
あ
る
こ
と
、
時
移
り
こ
れ
を
所
持
し
て
い
た
織
田
信
長
が
安
土
宗
論
で
勝
利
し
た
貞
安
上
人
に
下
賜
し
た
七
種
宝
物
の
一
つ
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
尊
像
は
口
唇
に
わ
ず
か
な
朱
を
残
し
た
温
願
で
あ
る
。
勝
念
寺
に
は
ま
た
織
田
信
長
か
ら
下
賜
さ
れ
た
と
伝
え
る
「
か
ま
し
き
さ
ん
」
の
通
称
で
知
ら
れ
る
慧
心
僧
都
真
作
と
い
う
地
蔵
菩
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
御
影
ふ
だ
に
は
下
方
に
「
伏
見
勝
寺
」
と
あ
り
、
地
蔵
菩
立
像
を
挟
ん
で
「
代
重
奔
地
蔵
／
慧
心
僧
都
真
作
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
勝
念
寺
で
は
こ
れ
を
身
代
釜
敷
地
蔵
尊
と
称
し
て
大
切
に
護
持
し
て
い
る
。『
魔
法
王
像
縁
』「
什
寳
物
」
項
に
、
一
身
代
釜
敷
地
蔵

惠
心
作
立
像
御
長
俗
ニ獄
中
歩
行
之
地
蔵
ト
云
と
あ
っ
て
、
世
俗
に
「
獄
中
歩
行
之
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
付
記
か
ら
す
る
と
な
に
か
物
語
が
存
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
勝
念
寺
の
「
閻
摩
大
王
」
と
「
代
重
奔
地
蔵
」
の
御
影
ふ
だ
は
、
文
政
年
間
（
一
八
一
八
～
一
八
三
〇
）
に
諦
誉
義
禅
の
師
僧
で
あ
る
専
念
寺
順
阿
隆
円
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
隆
円
は
京
都
の
人
で
法
名
を
託
静
と
も
称
し
、
閑
院
宮
家
の
帰
依
を
受
け
和
歌
に
も
通
じ
た
学
僧
で
、『
地
獄
実
有
説
』『
近
世
往
生
伝
』
等
の
著
作
が
あ
る
。
※
勝
念
寺
十
四
世
隆
阿
義
禅
が
師
隆
円
の
助
力
を
得
て
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
七
月
に
修
補
し
た
『
伏
見
安
養
山
勝
寺
開
山
之
由
緒
』
は
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
五
月
一
日
に
五
世
専
誉
了
玄
が
記
し
お
い
た
も
の
で
、
あ
る
い
は
了
玄
の
自
筆
か
と
思
わ
れ
、
『
魔
法
王
像
縁
』
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
の
火
災
で
原
本
が
罹
災
し
た
の
で
義
禅
が
残
簡
や
寺
伝
等
を
も
と
に
再
成
し
、
そ
れ
に
什
宝
歴
代
を
付
し
て
一
巻
と
し
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
な
お
『
魔
法
王
像
縁
』
は
兵
庫
県
宝
塚
市
	莱
山
清
澄
寺
の
伝
え
る
『
冥
途
蘇
生
記
』
を
祖
本
と
し
て
派
生
し
た
別
本
異
本
と
称
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
慈
心
坊
尊
恵
が
伊
勢
太
神
宮
に
参
詣
し
、
そ
の
帰
途
に
伊
賀
上
野
で
没
し
た
と
い
う
他
に
な
い
伝
承
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
尊
恵
参
宮
伝
承
は
常
住
寺
蔵
『
冥
途
蘇
生
記
』
に
記
載
は
な
い
が
、
同
寺
刊
『
閻
王
略
縁

』
や
『
伊
水
温
故
』
に
見
え
、
ま
た
常
住
寺
蔵
『
冥
途
蘇
生
記
』
と
『
魔
法
王
像
縁
』
は
そ
の
閻
魔
像
が
と
も
に
松
材
製
一
寸
八
分
の
小
像
と
す
る
な
ど
共
通
し
、
両
寺
の
閻
魔
像
の
縁
起
譚
は
伝
承
圏
を
同
じ
く
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
伊
賀
上
野
に
と
ど
ま
っ
た
尊
恵
が
「
十
王
堂
の
聖
」
と
衆
庶
に
尊
崇
さ
れ
た
と
い
う
『
魔
法
王
像
縁
』
の
伝
承
は
常
住
寺
周
辺
資
料
に
見
え
ず
、
ま
た
勝
念
寺
の
閻
魔
像
は
慈
悲
相
の
立
像
で
あ
る
が
、
常
住
寺
の
そ
れ
は
忿
怒
相
の
坐
像
で
あ
っ
て
、
同
一
の
伝
承
圈
に
あ
っ
て
も
閻
魔
像
各
々
に
独
自
の
縁
起
譚
が
存
し
て
い
た
と
知
れ
る
。
こ
と
に
『
魔
法
王
像
縁
』
後
半
部
は
、
応
和
三
年
（
九
六
三
）
八
月
の
清
涼
殿
に
お
け
る
南
都
と
北
嶺
の
宗
論
の
際
に
松
室
仲
算
の
難
業
に
恨
み
を
含
ん
だ
慈
恵
僧
正
が
平
清
盛
に
化
生
し
て
南
都
を
焼
き
、
仲
算
は
そ
の
報
復
と
し
て
織
田
信
長
に
化
生
し
て
叡
山
を
焼
い
た
の
だ
と
記
し
、
尊
恵
は
そ
の
宗
論
の
因
縁
に
よ
っ
て
清
盛
追
善
の
施
と
し
て
閻
魔
王
か
ら
自
作
像
を
授
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
貞
安
上
人
は
安
土
宗
論
の
施
と
し
て
信
長
か
ら
そ
の
閻
魔
自
作
像
を
下
賜
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
因
縁
不
思
議
と
い
う
ほ
か
は
な
く
、
お
そ
ら
く
貞
安
上
人
は
尊
恵
の
再
来
な
の
で
あ
ろ
う
と
一
話
を
結
び
、
次
い
で
勝
念
寺
の
寺
歴
を
略
述
し
た
も
の
で
、
「
冥
途
蘇
生
記
」
の
改
変
展
開
を
具
体
的
に
示
す
き
わ
め
て
貴
重
で
か
つ
特
異
な
存
在
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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伏
見
安
養
山
勝
寺
開
山
之
由
緒
」
知
恩
院
末
寺
山
州
伏
見
郷
丹
波
橋
石
屋
町
安
養
山
勝
寺
開
山
敎
社
譽
貞
安
之
由
緒
一
姓
ハ

氏
ハ北
條
生
國
ハ相
州
黒
沼
ノ郷
一
剃
髪
ノ

相
州
小
田
原
ノ大
蓮
寺
七
歳
ニ
シ
テ爲
ナ
リ
二
堯
譽
上
人
ノ之
弟
子
ト一
十
一
歳
ニ
シ
テ祝
髪
受
戒
一
學
文
ノ檀
林
飯
沼
ノ弘
寺
隨
ヒ二 堯
譽
ニ一 移
ツ
テ
二
弘
寺
ニ一 修
学
シ為
ナ
ル
二
伴
頭
ト一
一
移
住
ノ

始
テ住
二 職
ス能
登
七
尾
ノ西
光
寺
ニ一
織
田
信
長
公
有
テ二 御
歸
依
一 建
二 立
シ
テ江
州
田
中
ニ
于
西
光
寺
ヲ一 令
ム二 住
持
セ一 於
テレ 今
ニ有
リ二 寺
領
ノ之
御
朱
印
一 中
コ
ロ開
二 基
シ
テ佐
渡
ノ大
安
寺
ヲ一 又
還
テ二
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010510
江
州
ノ西
光
寺
ニ一
居 ヲラ
シ
ム織
田
信
忠
郷
號
ス二 大
雲
院
殿
ト一
於
テ二 洛
ノ室
町
御 ヲ
池
ノ殿
ニ一 薨
シ
玉
フ
カ故
ヘ
ニ賜
ヒ二 其
ノ地
ヲ於
貞
安
ニ一 建
テ
ヽ
二
堂
宇
ヲ一 即
チ號
ス二 大
雲
院
ト一
其
ノ後
移
シ
テ今
在
リ二
京
四
條
寺
町
ニ一
復
タ開
二 基
シ
テ當
寺
ヲ一
讓
ラ
ル
二
弟
子
安
譽
ニ一
一
當
寺
ノ起
立
天
正
十
五
丁
亥
年
至
テ二 元
祿
九
丙
子
年
一 百
十
年
一
貞
安
遷
化
元
和
元
年
乙
卯
七
月
十
七
日
七
十
七
歳
ニ
シ
テ寂
ス
来
歴
天
正
七
年
己
卯
五
月
廿
七
日
應
シ
テ
二
信
長
公
ノ命
ニ一
於
テ二 江
州
安
土
浄
嚴
院
ニ一 與 ト
二 日
蓮
宗
一 論
シ
テ
二
邪
正
ヲ一
得
リ二 勝
利
ヲ一 即
チ爲
シ
テ
レ
證
ト賜
フ二 御
朱
印
并
ニ霊
寳
多
品
ヲ一 委
事
畧
スレ 之
ヲ時
年
四
十
一
霊
寳
ノ之
中
ニ有
リ二 閻
魔
王
ノ像
一
長
ケ一
寸
八
分
是
ハ者
摂
州
清 キ
ヨ澄 ス
寺
ノ慈
心
坊
惠
承
安
二
年
壬
辰
十
一
月
一
日
ニ死
ス翌
日
蘓
生
シ
テ語
テ曰
我
レ依
テレ
請
ニ到
テ二 閻
宮
ニ一 列
ル二 法
華
經
轉
讀
ノ
勹
座
ニ一 退
去
ス
ル時
閻
王
爲
シ
テ
二
施
ト一 賜
フ
ト
二
此
ノ像
ヲ一 即
チ
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15202530
出
ス二 手
中
ヨ
リ
一
世 ヨ
ヽ傳
ハ
ツ
テ信
長
公
有
テ二 御
冬
持
一 賜
フ二
貞
安
ニ一 安
譽
仰
信
シ
テ請
ヒ二 受
ケ之
レ
ヲ
一
今
在
リ二 當
寺
ニ一
天
正
年
中
奉 ウ
ケ
タ
マ
ハ
ツ
テ
二
正
親
町
院
ノ之
詔 ミコ
ト
ノ
リ
ヲ
一
於
テ二 禁
中
ニ一
法
ス
ル
コ
ト
數
回
ア
マ
タ
ヽ
ヒ
元
和
元
年
乙
卯
五
月
十
六
日
於
テ二 二
條
ノ
御
城
ニ一 奉
ルレ 拜
二 謁
シ
東
照
大
権
現
ニ一 来
歴
詳
カ
ニ在
リ二 大
雲
院
ニ一
元
祿
九
年
丙
子
五
月
朔
日
勝
寺
住
持
專
譽
記
二
巻
ト
モ
花
頂
宮
御
院
家
專
念
寺
十
七
主
也
隱
居
後
暢
號
也
常
恭
敬
院
殿
静
譽
順
阿
上
人
隆
円
大
和
尚
修
補
代
御
下
附
文
政
六
年
癸
未
七
月
見
住
十
四
世
一
社
諦
譽
隆
阿
義
禪
代
」
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3540455051止
魔
法
王
像
縁

山
城
國
伊
郡
伏
見
丹
波
橋
安
養
山
勝
寺
」
抑
當
寺
魔
法
王
尊
像
の
ゆ
ら
ひ
を
く
わ
し
く
尋
奉
る
に
攝
州
に
清
澄
寺
と
い
ふ
山
寺
有
俗
に
き
よ
し
寺
と
と
な
へ
け
る
其
寺
に
慈
心
坊
尊
惠
と
て
貴
き
聖
お
ハ
し
け
る
も
と
ハ
叡
山
の
学
侶
ニ
て
い
み
し
き
法
華
持
の
人
な
り
し
か
道
心
を
お
こ
し
離
山
し
て
此
寺
に
す
ま
れ
け
る
人
ミ
な
歸
依
し
け
る
と
そ
承
安
二
年
壬
辰
十
二
月
廿
二
日
の
夜
常
の
佛
前
に
て
法
華
讀
奉
ら
れ
け
る
冬
に
夢
と
も
な
く
現
と
も
な
く
浄
衣
に
立
ゑ
ほ
し
着
た
る
男
の
立
文
を
持
て
來
ル
尊
惠
あ
れ
ハ
い
つ
く
よ
り
の
人
そ
と
と
わ
れ
け
れ
ハ
魔
王
宮
よ
り
の
御
使
な
り
告
文
候
と
て
尊
惠
に
わ
た
す
披
見
せ
ら
る
ゝ
に
」
崛
請
閻
浮
提
大
日
本
國
攝
津
國
清
澄
寺
慈
心
坊
右
来
ル廿
六
日
於
二
魔
廳
一 以
二 十
万
人
之
持
者
可
レ 被
レ 轉
二 讀
十
万
部
之
法
勁
一 冝
レ 被
二 參
喜
一 者
依
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王
宣
崛
請
如
件
承
安
二
年
壬
辰
十
二
月
廿
二
日
丙
辰
丑
時
魔
廳
と
か
ゝ
れ
た
り
尊
惠
い
な
ミ
申
へ
き
に
あ
ら
ね
ハ
領
掌
の
請
文
を
書
て
奉
る
と
見
て
覚
に
け
り
例
時
の
程
に
な
り
け
れ
ハ
寺
へ
出
て
行
お
ハ
り
て
院
主
の
光
陽
そ
の
外
老
僧
一
兩
人
に
此
趣
を
か
た
ら
れ
け
れ
ハ
聞
人
身
の
毛
よ
た
ち
て
昔
も
さ
る
た
め
し
云
傳
へ
た
り
其
用
意
有
へ
し
と
有
け
れ
ハ
其
後
ハ
ひ
と
へ
に
臨
」
終
の
お
も
ひ
を
な
し
口
に
佛
名
を
と
な
へ
心
に
ゐ
ん
せ
う
の
悲
願
を
念
し
い
よ

お
こ
た
ら
す
行
し
た
ま
ふ
万
僧
き
そ
ひ
來
り
て
と
ふ
ら
ひ
申
け
る
す
て
に
廿
五
日
の
夜
に
入
て
心
地
れ
い
な
ら
す
丗
中
心
ほ
そ
く
お
ほ
え
て
打
け
れ
ハ
や
か
て
息
絶
に
け
り
扨
次
の
日
午
の
時
は
か
り
に
い
き
か
へ
り
て
持
法
官
其
心
甚
清
浄
の
偈
を
此
五
行
ほ
と
誦
せ
ら
れ
つ
ゝ
其
後
起
あ
か
り
て
冥
	の
事
共
か
た
ら
れ
け
り
怨
と
も
な
く
現
と
も
な
く
さ
き
の
男
來
り
て
早
參
せ
ら
れ
よ
と
す
ゝ
む
尊
惠
參
詣
せ
ん
と
す
る
に
衣
鉢
な
し
如
何
と
お
も
ふ
に
法
衣
し
せ
ん
と
身
に
ま
と
ひ
天
よ
り
こ
か
ね
の
鉢
を
下
し
二
人
の
従
僧
二
人
の
童
」
子
十
人
の
下
僧
七
寳
の
大
車
寺
坊
の
ま
へ
に
現
す
則
乘
車
し
て
西
北
に
む
か
ふ
て
空
を
か
け
る
と
お
も
へ
ハ
程
な
く
魔
羅
城
に
至
る
王
宮
の
躰
を
ミ
る
に
外
廓
渺

と
し
て
其
内
廣

た
り
其
中
に
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七
寳
成
の
大
極
殿
有
高
廣
金
色
に
し
て
更
に
夫
の
眼
に
及
か
た
し
大
極
殿
の
内
四
面
中
も
ん
の
廊
に
十
人
の
冥
官
有
て
十
万
人
の
持
者
を

分
し
て
各
一
面
に
着
座
せ
し
む
講
師
讀
師
高
座
に
上
り
餘
僧
法
用
し
て
大
行
道
し
畢
て
開
白
説
法
し
て
十
万
人
僧
王
轉
讀
す
其
聲
冥
界
に
ひ
ゝ
き
罪
垢
を
あ
ら
ふ
獄
囚
は
湯
鑵
を
い
て
罪
人
枷
を
免
か
れ
た
り
王
玉
座
に
ざ
し
」
冥
衆
階
下
ニ列
て
聽
聞
有
轉
讀
既
畢
て
十
万
僧
供
養
を
の
ふ
供
養
終
り
て
諸
僧
歸
り
去
ぬ
王
尊
惠
を
め
し
て
し
と
ね
を
も
う
け
て
す
へ
ら
る
ゑ
ん
王
ハ
毋
屋
の
御
蘆
の
内
に
お
ハ
し
冥
官
冥
衆
ハ
大
床
に
つ
ら
な
れ
り
さ
ま

の
問
答
す
尊
惠
千
部
の
法
官
を
冥
衆
へ
勧
進
の
つ
い
て
日
本
の
將
軍
大
政
入
道
清
盛
攝
津
の
國
和
田
の
御
崎
に
し
て
千
人
持
者
を
請
し
て
丁
寧
の
讀
説
法
侍
り
き
殆
と
か
の
十
万
僧
會
の
こ
と
く
な
り
き
と
奏
せ
ら
れ
け
れ
は
王
随
	感
肭
し
て
曰
我
其
の
僧
讀
の
時
は
影
向
衆
と
し
て
聽
聞
せ
し
き
淸
盛
入
道
ハ
た
ゝ
人
に
あ
ら
す
慈
惠
僧
正
の
化
身
也
故
に
我
毎
日
」
三
度
つ
ゝ
礼
を
な
す
と
て
偈
を
授
給
ふ
敬
礼
慈
惠
大
僧
正
天
台
佛
法
擁
護
者
示
現
再
生
將
軍
身
悪
業
衆
生
同
利
益
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汝
此
文
を
彼
大
相
國
入
道
に
ま
い
ら
す
へ
し
と
て
い
と
ま
た
ひ
て
歸
る
と
お
も
ひ
て
覚
ぬ
と
そ
此
む
ね
大
相
國
入
道
へ
申
入
ら
れ
け
れ
ハ
な
の
め
な
ら
す
も
て
な
し
さ
ま

布
施
を
ひ
き
律
師
に
そ
な
し
た
ま
ひ
け
る
そ
の
後
養
和
元
年
三
月
十
六
日
い
つ
も
の
こ
と
く
讀
し
給
ふ
ま
へ
の
こ
と
く
使
の
男
來
り
て
告
文
を
渡
す
披
見
す
る
に
十
八
日
に
可
來
集
之
也
け
る
に
そ
さ
き
の
こ
と
く
し
て
心
に
待
も
う
け
ら
る
十
七
日
の
よ
に
い
り
行
せ
ら
れ
し
に
し
き
り
に
睡
眠
に
催
さ
れ
て
」
住
に
け
れ
ハ
又
お
の

來
り
て
早
參
を
す
ゝ
む
則
乘
車
し
て
王
宮
に
い
た
り
十
万
僧
に
つ
ら
な
り
法
官
轉
讀
す
か
た
ハ
ら
の
僧
語
て
曰
大
政
入
道
淸
盛
罪
悪
深
重
に
よ
り
て
無
間
地
獄
に
墮
せ
り
其
因
	は
人
皇
六
十
二
代
村
上
天
皇
の
御
宇
應
和
三
年
禁
裏
淸
凉
殿
に
し
て
南
都
山
門
の
碩
学
を
め
し
宗
論
の
事
有
し
慈
惠
僧
正
兩
度
す
く
れ
玉
へ
り
南
都
松
室
の
仲

判
者
と
し
て
參
内
せ
ら
れ
け
る
か
此
兩
人
言
談
理
義
明
ら
か
也
と
て
褒
賞
有
け
る
慈
惠
仲

い
つ
れ
も
權
者
の
事
な
れ
ハ
宗
の
奥
儀
を
極
給
ふ
事
い
つ
れ
お
ろ
か
ハ
な
か
り
け
る
と
そ
退
座
の
後
仲


文
を
も
つ
て
慈
惠
に
論
談
有
け
れ
ハ
慈
惠
閉
口
し
て
本
意
な
く
」
お
も
ひ
一
の
恨
ミ
を
含
給
ふ
大
政
入
道
と
生
れ
た
ま
ひ
南
都
の
佛
宇
を
燒
拂
給
ふ
も
此
因
	に
よ
る
す
へ
て
此
大
政
入
道
悪
業
莫
大
な
り
と
い
へ
と
も
善
根
又
莫
大
也
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し
か
る
に
入
道
逝
去
の
日
よ
り
佛
事
作
善
の
い
と
な
ミ
な
く
一
も
ん
け
ん
そ
く
合
戦
闘
争
を
こ
と
ゝ
し
罪
惡
煩
悩
に
く
る
し
む
王
あ
わ
れ
ミ
た
ま
ひ
此
度
の
讀
は
此
入
道
の
為
の
結
と
承
る
と
か
た
り
ぬ
轉
讀
畢
て
お
の

本
國
に
歸
り
去
ぬ
尊
惠
は
中
も
ん
に
立
て
は
る
か
の
大
極
殿
を
見
わ
た
せ
は
冥
官
冥
衆
王
の
御
前
に
か
し
こ
ま
る
有
か
た
き
參
詣
也
此
頃
年
に
後
生
の
罪
障
を
尋
申
さ
む
と
お
も
ひ
歩
ミ
む
か
ふ
従
僧
童
子
下
僧
例
を
引
て
歩
ミ
ち
か
つ
く
と
き
に
王
座
よ
り
立
冥
官
冥
衆
悉
ク
」
お
り
む
か
ふ
王
の
た
ま
わ
く
諸
僧
皆
歸
り
去
御

一
人
殘
來
る
事
い
か
ん
と
尊
惠
答
て
我
年
よ
り
法
官
轉
讀
毎
日
怠
る
事
な
し
し
か
り
と
い
へ
と
も
後
生
の
罪
障
い
ま
た
し
ら
す
尋
申
さ
ん
か
為
也
と
王
答
て
曰
徃
生
と
不
徃
生
は
人
の
信
不
信
に
有
と
い
へ
と
も
夫
法
官
は
三
丗
の
諸
佛
出
丗
の
本
懷
衆
生
成
佛
の
直
道
也
一

し
ん
け
の
く
と
く
ハ
五
波
羅
蜜
の
行
に
も
こ
へ
五
重
て
ん

の
隨
	の
く
と
く
ハ
八
十
ケ
年
の
布
施
に
も
す
く
れ
た
り
さ
れ
ハ
汝
か
の
く
り
き
に
よ
り
て
都
卒
の
内
院
に
生
す
へ
し
と
又
冥
官
に
ち
よ
く
し
て
仰
け
る
ハ
此
人
の
一
期
の
行
作
善
之
文
箱
に
有
取
出
て
化
他
の
ひ
も
ん
見
せ
侍
れ
と
仰
け
れ
ハ
冥
官
か
し
こ
ま
り
取
出
て
ふ
」
た
を
披
て
讀
立
る
一
期
か
間
お
も
ひ
と
お
も
ひ
せ
し
と
せ
し
事
を
つ
と
し
て
あ
ら
わ
れ
す
と
い
ふ
事
な
し
尊
惠
悲

涕
泣
し
て
ね
か
わ
く
は
出
離
生
死
の
要
法
證
大
菩
提
の
直
道
を
し
め
し
た
ま
へ
と
申
さ
れ
け
れ
ハ
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あ
い
み
ん
け
う
け
し
て
偈
を
咒
し
て
曰
妻
子
王
位
財
券
属
死
去
無
一
来
相
親
常
隨
業
繋
縛
我
受
苦
叫
喚
無
際
此
偈
を
ふ
そ
く
し
又
そ
は
な
る
松
を
剪
て
王
ミ
つ
か
ら
の
尊
像
を
制
作
し
今
日
の
施
と
て
た
ま
わ
り
し
め
し
て
曰
攝
津
の
國
に
淸
浄
の
地
五
ケ
有
り
淸
澄
寺
其
中
の
一
也
汝
順
次
徃
生
の
業
を
は
げ
ま
し
衆
生
済
度
す
へ
し
と
て
い
と
ま
た
ひ
て
南
方
の
中
門
」
を
い
つ
る
藥
王
菩
ゆ
せ
菩
は
二
人
の
従
僧
と
成
多
門
持
國
は
二
人
の
童
子
と
現
十
羅
刹
女
は
十
人
の
下
僧
と
操
し
て
隨
逐
給
仕
し
て
車
を
東
車
に
む
か
ひ
空
を
か
け
り
て
程
な
く
歸
り
ぬ
と
お
も
へ
ハ
怨
の
心
地
し
て
覚
た
り
左
手
を
開
き
見
れ
ハ
此
尊
像
を
掌
中
に
握
り
ま
し
ま
せ
る
也
竒
特
成
し
事
と
も
な
り
夫
よ
り
晝
夜
此
尊
像
を
尊
敬
し
い
よ

道
心
堅
固
ニ
し
て
誦
	

行
は
け
ま
さ
れ
け
る
そ
の
ゝ
ち
太
神
宮
へ
參
宮
ま
し

下
向
道
に
お
も
む
き
伊
賀
の
國
う
へ
野
と
い
ふ
に
と
ゝ
ま
り
此
尊
像
を
安
置
し
て

行
お
こ
た
ら
す
お
ハ
し
け
る
十
王
堂
の
聖
と
称
し
て
人
ミ
な
た
う
と
ミ
け
り
終
に
此
ニ
て
め
て
た
く
徃
」
生
の
そ
く
わ
ひ
を
と
け
た
ま
ひ
ぬ
丗
を
	て
織
田
の
信
長
公
此
へ
鷹
墅
有
し
時
此
尊
像
を
拝
見
し
た
ま
ひ
則
寺
領
を
な
し
給
わ
り
尊
像
を
城
内
へ
招
し
て
厚
く
信
仰
ま
し

け
る
し
か
る
に
天
正
七
年
己
夘
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五
月
廿
七
日
江
刕
安
土
浄
厳
院
に
し
て
日
蓮
宗
と
宗
論
の
事
有
し
信
長
公
の
命
に
よ
り
て
貞
安
論
談
に
及
則
貞
安
勝
利
を
得
給
ふ
其
趣
具
大
雲
院
之
記
録
四
ケ
度
論
ニ
見
タ
リ
其
褒
賞
と
し
て
末
代
證
據
の
た
め
御
朱
印
并
に
七
種
の
寳
物
を
貞
安
へ
下
し
た
ま
わ
り
ぬ
七
種
は
魔
法
皇
尊
像
山
雪
石
狹

一
休
一
枚
起

玉
澗
山
水
弘
法
大
師
之
作
錢
大
黒
板
木
軍
配
團
」
右
魔
法
皇
尊
像
ハ
則
當
寺
の
什
物
殘
り
六
種
は
洛
の
大
雲
院
の
什
物
た
り
さ
れ
ハ
慈
惠
僧
正
は
天
台
の
佛
法
を
擁
護
の
た
め
平
相
國
入
道
と
生
れ
南
都
の
佛
宇
を
燒
拂
給
ふ
も
修
悪
ク
性
悪
と
し
め
し
給
ふ
も
の
な
ら
む
か
こ
れ
に
よ
り
て
こ
れ
を
お
も
へ
ハ
信
長
又
叡
山
を
燒
拂
給
ふ
も
た
ゝ
事
に
は
あ
ら
し
仲
師
の
再
來
と
も
い
わ
む
か
示
現
再
生
將
軍
身
を
示
し
給
ふ
か
慈
惠
は
観
音
の
垂
跡
仲
又
権
者
の
化
現
淸
盛
と
い
ひ
信
長
と
い
ひ
い
つ
れ
も
悪
業
衆
生
同
利
益
の
為
な
ら
ん
し
か
れ
ハ
大
権
方
便
の
慈
悲
を
も
つ
て
實
業
の
衆
生
を
濟
度
せ
ん
か
た
め
に
造
罪
招
善
の
む
ね
を
し
め
し
盛
者
必
衰
の
理
を
顕
し
」
給
ふ
に
や
悪
業
も
善
根
も
と
も
に
劫
を
つ
む
て
丗
の
為
人
の
た
め
自
他
の
利
益
を
な
し
給
ふ
と
見
え
た
り
貞
安
和
尚
此
尊
像
尊
敬
し
奉
ら
れ
け
る
を
子
安
誉
渇
仰
他
に
こ
と
な
る
に
よ
り
て
安
誉
へ
ふ
そ
く
し
給
ふ
授
与
の
文
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従
織
田
信
長
樣
我
等
ニ
被
下
置
候
十
王
雖
為
重
岨
令
譲
与
子
心
蓮
社
安
誉
候
畢
能
奉
敬
可
有
衆
生
濟
度
者
也
仍
而
如
件
大
雲
院
開
山
教
蓮
社
聖
誉
慶
長
廿
年
夘
夘
月
十
四
日
貞
安
判
西
光
寺
安
誉
参
右
授
与
の
文
貞
安
和
尚
直
筆
則
當
寺
有
之
」
同
年
五
月
十
六
日
東
照
宮
の
依
招
二
条
御
城
内
に
お
ゐ
て
拝
謁
法
談
し
給
ひ
月
す
へ
よ
り
異
例
の
心
地
有
に
よ
り
安
誉
を
招
た
ま
ひ
當
寺
を
ふ
そ
く
し
住
持
候
へ
と
の
た
ま
ふ
故
安
誉
有
く
領
承
し
て
則
西
光
寺
よ
り
當
寺
へ
移
住
し
什
物
等
将
來
候
也
夫
よ
り
此
魔
法
王
尊
像
一
の
什
物
と
し
て
諸
人
に
結
せ
し
む
る
も
の
也
尤
當
寺
は
天
正
十
五
年
に
貞
安
上
人
開
基
建
立
し
て
慶
長
廿
年
ま
て
廿
九
年
の
間
上
人
兼
帯
の
隱
室
た
り
慶
長
廿
年
六
月
に
子
安
誉
へ
譲
り
七
月
十
七
日
に
示
寂
し
た
ま
ひ
け
り
日
本
一
州
貞
安
聖
人
の
事
し
ら
さ
る
人
も
な
し
又
こ
の
」
十
王
尊
像
の
事
ハ
宗
論
の
因
に
よ
り
て
平
の
淸
盛
公
追
善
の
	施
と
し
て
冥
主
王
御
直
作
の
尊
像
閻
浮
に
出
現
数
百
年
を

て
平
氏
信
長
公
の
御
手
に
入
そ
の
う
へ
宗
論
の
	施
と
し
て
貞
安
聖
人
へ
下
給
わ
る
も
し
か
る
へ
き
因
縁
ふ
し
き
と
い
ふ
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へ
き
も
の
篝
聖
人
は
尊
惠
の
再
來
か
し
ら
す
本
朝
無
双
の
尊
像
仰
て
も
あ
ほ
く
へ
く
貴
て
□
た
う
と
む
へ
し
極
悪
深
重
の
衆
生
値
遇
の
結
を
な
し
二
丗
の
悉
事
を
い
の
り
奉
る
へ
き
も
の
也
」
教
社
聖
誉
上
人
貞
安
大
和
尚
の
初
生
ハ
相
模
の
國
黒
沼
郷
平
家
北
条
何
某
の
子
に
て
そ
有
け
る
七
歳
の
時
同
國
小
田
原
大
蓮
寺
堯
誉
上
人
を
師
と
し
て
入
寺
せ
し
め
ら
る
十
一
歳
に
し
て
祝
受
戒
し
給
ふ
学
文
の
檀
林
は
飯
沼
の
弘
寺
堯
誉
弘
寺
へ
轉
住
有
け
る
故
則
師
に
隨
て
移
住
し
た
ま
ひ
修
学
し
て
伴
頭
た
ら
し
む
能
登
の
國
七
尾
と
い
ふ
西
光
寺
よ
り
招
に
よ
り
て
始
て
住
寺
し
給
ふ
織
田
信
長
公
歸
依
に
よ
り
江
州
田
中
と
い
ふ
に
て
西
光
寺
と
い
ふ
を
建
立
し
て
住
職
せ
し
め
給
ふ
其
後
佐
渡
の
國
に
渡
り
大
安
寺
と
い
ふ
を
開
基
建
立
し
た
ま
ひ
又
江
刕
西
光
寺
へ
還
住
し
給
ふ
織
田
信
長
公
明
智
日
向
守
為
に
薨
去
な
り
し
そ
の
地
を
貞
安
へ
た
ま
わ
り
堂
宇
を
建
立
し
て
大
雲
院
と
号
す
室
町
御
池
の
御
殿
也
今
京
極
四
条
移
ス
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則
住
職
し
た
ま
ひ
西
光
寺
は
安
誉
に
住
持
せ
し
め
給
ふ
當
今
正
親
町
院
奉
勅
詔
禁
裏
に
お
ゐ
て
説
法
あ
ま
た
ゝ
ひ
な
り
堂
上
堂
下
歸
依
し
た
ま
ひ
て
衆
生
濟
度
の
利
益
も
廣
か
り
け
る
其
後
天
正
十
五
年
當
寺
を
建
立
し
て
隱
室
と
し
て
慶
長
廿
年
ま
て
住
持
し
た
ま
ひ
け
る
同
と
し
五
月
十
六
日
東
照
神
君
の
招
請
に
よ
り
二
条
の
御
城
内
に
お
ゐ
て
拜
謁
法
談
し
た
ま
ふ
五
月
末
つ
か
た
よ
り
病
の
床
に
つ
き
た
ま
ひ
し
か
心
地
例
な
ら
す
終
焉
程
あ
る
ま
し
と
て
安
誉
を
招
た
ま
ひ
遺
言
等
申
置
た
ま
ひ
形
見
に
と
て
直
筆
の
法
名
を
安
誉
に
授
与
し
た
ま
ひ
そ
の
う
へ
予
は
江
刕
に
西
光
寺
佐
州
に
大
安
寺
洛
に
大
雲
院
を
開
基
せ
し
め
ぬ
れ
は
此
寺
は
汝
開
山
と
な
り
て
衆
生
済
度
す
へ
し
と
て
授
与
し
給
ふ
に
よ
り
安
誉
有
か
た
く
領
承
し
て
當
寺
へ
移
住
し
た
ま
ひ
け
る
終
に
七
月
十
七
日
臨
終
の
期
ち
か
つ
き
ぬ
と
て
称
名
佛
を
は
け
ま
し
目
出
度
徃
生
の
本
意
を
遂
た
ま
ひ
け
り
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210215220225
南
無
阿
弥
佛
諦
誉
隆
阿
敬
拜
書
什
寳
物
一
本
阿
弥
陀
如
来
惠
心
作
簧
像
御
長
二
菩
薩
新
佛
專
誉
立
御
燒
失
一
魔
法
王
像
冥

王
直
作
御
長
一
寸
八
分
貞
安
自
筆
安
誉
江
譲
添
一
身
代
釜
敷
地
蔵

惠
心
作
立
像
御
長
俗
ニ獄
中
歩
行
之
地
蔵
ト
云
一
金
銅
像
観
世
音
天
竺
佛
簧
像
御
長
一
毘
舎
門
天
王
惠
心
作
立
像
御
長
一
聖
德
太
子
七
歳
御
影
御
直
作
立
像
御
長
一
阿
弥
陀
如
来
鳥
佛
師
作
立
像
御
長
貞
安
上
人
安
置
佛
一
門
出
八
幡
宮
傳
教
大
師
作
立
像
御
長
右
仝
―196―
230235240250 245
一
二
十
五
菩

惠
心
作
厨
子
高
サ
右
仝
一
持
華
作
不
知
髙
サ
圓
光
大
師
御
冬
持
貞
安
持
一
浄
曼
陀
羅
惠
心
之
筆燒
失
本
紙
天
地
一
涅
槃
像
唐
佛
燒
失
本
紙
天
地
」
當
寺
住
職
代
々
貞
照
院
方
誉
西
居
士
安
養
院
西
誉
妙
敎
大

貞
安
上
人
二
親
法
名
教
社
聖
誉
上
人
貞
安
大
和
尚
壽
七
十
七
才
元
和
元
年
乙
卯
七
月
十
七
日
示
寂
天
明
五
年
百
七
十
壱●
年
心
社
安
誉
上
人
貞
保
和
尚
万
治
九
年
戊
戍
七
月
廿
二
日
示
寂
壽
九
十
三
才
安
社
養
誉
上
人
貞
辨
和
尚
延
宝
九
年
辛
酉
二
月
五
日
示
寂
右
代
々
弟
子
譲
法
脉
相
續
」
定
社
辨
誉
上
人
龍
越
和
尚
元
禄
十
年
丁
丑
五
月
五
日
示
寂
	
社
專
誉
上
人
了
玄
和
尚
正
德
六
年
丙
申
二
月
一
日
示
寂
澤
誉
上
人
江
府
移
住
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255260265270275
観社
察
誉
上
人
順
慶
和
尚
享
保
八
年
乙
夘
十
一
月
廿
八
日
示
寂
観
誉
上
人
冨
田
林
ヘ
移
住
光
社
澤
誉
上
人
白
龍
和
尚
再
住
後
又
當
麻
佛
院
ヘ轉
住
ニ
テ化
享
保
十
六
年
辛
亥
九
月
十
七
日
示
寂
善
社
勧
誉
上
人
舜
長
和
尚
當
住
之
遠
誉
上
人
當
代
本
堂
庫
裏
燒
失
于
時
安
永
七
年
戊戍
六
月
過
去
帳
焼
失
地
藏
藏
殘
リ
御
本
燒
失
當
寺
本
者
小
松
谷
義
柳
上
人
念
持
仏
也
安
永
九
年
庚
子
本
堂
再
建
念
譽
代
安
永
九
年
六
月
十
一
日
深
社
念
譽
上
人
義
春
和
尚
文
政
六
癸
未
年
七
月
修
補
之
見

十
四
世
諦
譽
義
禪
（
花
押
）
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280285290292止
従
織
田
信
長
樣
我
等
ニ
被
下
置
候
十
王
雖
為
重
宝
令
譲
与
子
心
蓮
社
安
誉
候
畢
能

奉
敬
可
有
衆
生
濟
度
者
也
仍
而
如
件
大
雲
院
開
山
教
蓮
社
聖
誉
貞
安
（
花
押
）
慶
長
廿
年
卯
月
十
四
日
西
光
寺
安
誉
参
（
ま
つ
ば
し
ゅ
ん
み
ょ
う
安
養
山
勝
念
寺
住
職
）
（
せ
き
ぐ
ち
し
ず
お
歴
史
文
化
学
科
）
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閻
魔
十
王
像
譲
与
状
